
手術件数の増加は脳神経外科の診療の質を向上させ、地域の健康維持に貢献できると考えます。

☑ Ｓ ：大幅な目標を上回った

□ Ａ⁺ ：目標を多少上回って達成

□ Ａ ：目標を達成

□ Ｂ⁺ ：目標を少し下回った

□ Ｂ ：目標を下回った

□ Ｃ ：目標を大幅に下回った

□ − ：外的要因より継続困難となった

目標：ゴール
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【脳神経外科】

指標名
外来患者数、入院患者数、新規入院患者数、平均在院日数、紹介率、逆紹介率、手術件数

外来患者年300名、入院2800名をゴールとしております。また、新規入院患者160名、平均在院日数は16日。

紹介患者数年160名。逆紹介患者y数400名。手術件数は120件以上。

上記を目標としておりました。

目標：ゴール達成による効果
外来患者数や入院患者数の目標数の診療を行うことは医療の質の向上につながると考えます。

新規入院患者の増加は医療経営管理状態を示す指標になり、効果的な医療の提供の実現に寄与します。

紹介患者数や逆紹介患者数の増加は医療連携を活性化し地域医療に寄与できると考えます。

目標：ゴールに対する成果の状況
いずれの指標においても医療の質を向上させ、効果的な医療の提供を行うことで地域の医療貢献が可能に

になると考えます。また、当院の健全な医療経営に貢献できると考えます。

目標：ゴール達成度

目標：ゴールの課題・改善策
さらに多くの患者さんに最高の医療を提供できるよう、脳神経外科の技術を伸ばしていく必要がある

と考えます。


